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第 218号 令和４年５月〈特集記事／令和４年度中部森林管理局の事業概要〉
【
企
画
調
整
課
】

　

四
月
二
十
六
日
、
令
和
四
年
度
の
中

部
森
林
管
理
局
の
取
組
に
つ
い
て
記
者

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
令

和
四
年
度
の
重
要
な
取
組
や
新
た
な
試

み
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ　
公
益
的
機
能
の
一
層
の
発
揮

◇
多
様
な
森
へ
の
誘
導

・
主
伐
時
の
広
葉
樹
の
保
残
等
に
よ
る

針
広
混
交
林
へ
の
誘
導
や
、
林
齢
や
樹

種
の
異
な
る
小
規
模
な
林
分
が
モ
ザ
イ

ク
状
に
配
置
さ
れ
た
面
的
複
層
林
へ
の

誘
導
な
ど
、
多
様
な
森
林
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

・
適
切
な
伐
採
方
法
の
選
択
な
ど
、
林

地
保
全
に
配
慮
し
た
森
林
施
業
を
推
進

し
ま
す
。

◇
安
全
・
安
心
へ
の
貢
献

・
令
和
三
年
八
月
の
大
雨
等
に
よ
り
被

災
し
た
森
林
等
の
復
旧
を
推
進
し
ま

す
。

・「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
の
取
組
と

し
て
、
森
林
の
防
災
・
保
水
機
能
を
発

揮
さ
せ
る
間
伐
等
の
森
林
整
備
、
治
山

施
設
の
整
備
等
に
よ
る
流
木
・
土
石

流
・
山
腹
崩
壊
防
止
対
策
を
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
受

注
し
や
す
い
工
種
・
工
法
の
積
極
的
な

検
討
・
採
用
等
を
行
い
ま
す
。

・
大
規
模
な
山
地
災
害
が
発
生
し
た
際

は
、
県
や
市
町
村
等
と
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
の
合
同
調
査
や
森
林
土
木
技
術

者
の
派
遣
等
に
よ
り
、
被
災
地
の
早
期

復
旧
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、

山
地
災
害
調
査
ア
プ
リ
に
よ
る
被
災
状

況
の
迅
速
な
把
握
に
よ
り
、
応
急
対
策

等
の
現
場
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま

す
。

・
航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
管
内
を
ほ
ぼ
整
備
し
て
お
り
治
山

事
業
の
計
画
や
森
林
土
木
事
業
で
の
活

用
を
進
め
て
い
ま
す
。

◇
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

・
く
く
り
ワ
ナ
の
貸
し
出
し
に
よ
る
捕

獲
の
強
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ワ
ナ

見
回
り
の
効
率
化
、
請
負
事
業
体
と
猟

友
会
が
連
携
し
た
「
つ
い
で
見
回
り
・

通
報
」「
つ
い
で
捕
獲
」
等
に
よ
り
、
地

域
ぐ
る
み
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
活
用
し

た
新
た
な
捕
獲
手
法
の
開
発
や
ク
マ
の

錯
誤
捕
獲
防
止
ワ
ナ
の
開
発
普
及
な

ど
、
多
面
的
な
被
害
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

Ⅱ　
林
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
貢
献

◇
新
し
い
林
業
の
実
現
に
向
け
た

�

コ
ス
ト
縮
減
と
生
産
性
向
上

・
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の

推
進
に
よ
る
主
伐
・
再
造
林
の
コ
ス
ト

低
減
に
取
り
組
む
ほ
か
、
さ
ら
な
る
効

率
化
を
目
指
し
、
伐
採
か
ら
造
林
初
期

の
保
育
段
階
で
の
新
技
術
導
入
に
向
け

た
モ
デ
ル
実
証
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

・
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に

向
け
、
効
率
的
な
架
線
集
材
の
導
入
な

ど
、
林
業
事
業
体
及
び
民
有
林
関
係
者

中
部
森
林
管
理
局
の
事
業
概
要

～
令
和
四
年
度
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト
～

主伐時の広葉樹の保残（南木曽支署）

リモート操作による下刈（北信署）

航空レーザ計測データから作成した微地形図
（北信署管内）



❷

令和４年５月 第 218号〈特集記事／令和４年度中部森林管理局の事業概要〉
と
連
携
し
て
丸
太
の
生
産
性
向
上
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

◇
木
材
の
安
定
供
給
と

�

需
要
拡
大
の
推
進

・
不
安
定
な
国
際
情
勢
に
よ
り
国
産
材

へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
木
材
需
給
動
向
等
を
民
有

林
と
共
有
し
な
が
ら
、
国
有
林
材
の
安

定
供
給
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
市
場
か
ら
の
評
価
の
高
い
中
部
局
の

ブ
ラ
ン
ド
材
で
あ
る
、
高
齢
級
で
高
品

質
な
人
工
林
ヒ
ノ
キ
を「
○
○国
高

（
ま
る
こ

う
ま
る
こ
く
）
木
曽
ひ
の
き
」、「
○
○国
高

（
ま
る
こ
う
ま
る
こ
く
）
東
濃
ひ
の
き
」

や「
段
戸
Ｓ
Ａ
Ｎ
」と
し
て
、
ま
た
、
民

有
林
と
連
携
し
て
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム

カ
ラ
マ
ツ
」を
積
極
的
に
供
給
し
ま
す
。

・
木
材
関
連
機
関
と
連
携
し
た
木
材
利

用
促
進
の
た
め
の
要
請
行
動
の
場
な
ど

を
活
用
し
て
、
各
種
制
度
を
利
用
し
た

木
材
利
用
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

・
公
共
建
築
物
や
神
社
仏
閣
等
の
建
築

に
必
要
と
な
る
、
特
殊
な
寸
法
や
品
質

の
丸
太
の
ニ
ー
ズ
を
木
材
市
場
を
通
じ

て
情
報
収
集
し
、
供
給
を
行
い
ま
す
。

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
円
滑
な
供

給
や
造
林
コ
ス
ト
の
低
減
等
を
目
的
と

し
て
枝
葉
や
端は

ざ
い材
な
ど
Ｄ
材
の
供
給
を

推
進
し
ま
す
。

◇
民
有
林
と
の
連
携

・「
森
林
経
営
管
理
制
度
」の
定
着
に
向

け
、
職
員
に
よ
る
市
町
村
行
政
へ
の
技

術
的
な
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
当
局
で
実
施
す
る
研
修
、
現

地
検
討
会
等
を
通
じ
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
市
町
村
等
民
有
林
に
お
け
る

人
材
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

・
ま
た
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業

経
営
の
育
成
を
図
る
た
め
、
国
有
林
の

一
定
区
域
に
お
い
て
、
公
益
的
機
能
を

確
保
し
つ
つ
、
一
定
期
間
・
安
定
的
に

樹
木
を
採
取
で
き
る
権
利
を
設
定
す
る

「
樹
木
採
取
権
制
度
」に
つ
い
て
関
係
法

令
に
基
づ
き
適
切
な
運
用
に
取
り
組
み

ま
す
。

Ⅲ　
「
国
民
の
森
林
」と
し
て
の
管
理
経
営

・「
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」の

情
報
発
信
や
環
境
整
備
等
を
実
施
し
ま

す
。

・「
国
有
林
お
さ
ん
ぽ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」等
の
情

報
発
信
を
引
き
続
き
行
い
、
国
有
林
を

通
じ
た
地
域
の
観
光
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。

・
中
部
山
岳
な
ど
国
有
林
が
国
立
公
園

に
も
な
っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
環

境
省
と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
み
、
優

れ
た
自
然
の
保
護
と
利
用
の
両
立
を
目

指
し
ま
す
。

特殊用材の供給
（妻籠町並み交流センター（南木曽町））

職員研修（林況調査の実習）

信越トレイル

○○高 国木曽ひのき

※�

令
和
四
年
度�

中
部
森
林
管
理
局
の

取
組
の
詳
細
は
、
当
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
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第 218号 令和４年５月〈特集記事〉
【
企
画
調
整
課
】

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
管
内
（
富

山
県
、
長
野
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
）

に
お
住
ま
い
の
十
八
歳
以
上
の
方
で
、

森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心
を

お
持
ち
の
一
般
の
方
か
ら
モ
ニ
タ
ー
を

募
り
、
国
有
林
に
関
す
る
資
料
や
広
報

誌
の
送
付
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
開
催
等

を
通
じ
て
、
国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
方
か
ら
幅
広
い

ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
、
国
有
林
野

の
管
理
経
営
に
役
立
て
て
お
り
ま
す
。

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
二
年
間

で
、
令
和
二
年
四
月
か
ら
令
和
四
年
三

月
ま
で
の
間
、
三
十
名
の
方
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
十
分
な
活
動
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
三
月
に
モ

ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ご
意

見
や
ご
感
想
を

お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

●
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
構
成

●
情
報
発
信
に
つ
い
て

一
．
広
報「
中
部
の
森
林
」

　

令
和
三
年
度
か
ら
見
や
す
さ
を
重
視

す
る
た
め
、
紙
面
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
こ
と
に
対
し
、「
よ
く
な
っ
た
」

と
の
ご
意
見
が
約
七
割
、「
前
の
方
が

よ
い
」「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
の

ご
意
見
が
約
三
割
で
し
た
。

　

特
集
記
事
に
つ
い
て
は
、
全
て
読
ん

で
い
る
方
と
興
味
の
あ
る
記
事
を
読
ん

で
い
る
方
が
ほ
ぼ
同
数
で
し
た
。ま
た
、

令
和
三
年
度
か
ら
の
新
シ
リ
ー
ズ
「
私

の
森
語
り
」「
中
部
の
保
護
林
」「
秘
蔵
写

真
・
今
は
昔
の
林
業
」
に
つ
い
て
今
後

も
継
続
し
て
ほ
し
い
と
の
回
答
が
多
数

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

二
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」

　

十
三
名
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
、「
後

半
部
分
も
解
説
が
あ
る
と
よ
り
楽
し
め

る
」「
ス
マ
ホ
向
け
の
サ
イ
ト
も
ほ
し

い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

第
三
回 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

 
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

30人30人

20～30才
7％、2人
20～30才
7％、2人70才～

13％、4人
70才～
13％、4人 31～40才

7％、2人
31～40才
7％、2人

41～50才
27％、8人
41～50才
27％、8人

会社員
43％
会社員
43％

会社員

公務員

自営業

その他

無職

20～30才

31～40才

41～50才

51～60才

61～70才

71才～

男性

女性

自営業
23％
自営業
23％

（職業） （性別・年齢別）

その他
13％
その他
13％

無職
20％
無職
20％

61～70才
23％、7人
61～70才
23％、7人

51～60才
23％、7人
51～60才
23％、7人

男性、
67％、20人

男性、
67％、20人

女性、33％、
10人
女性、33％、
10人

20
1

8

よくなった
前の方がよい

どちらともいえない

0 5 10 15 20 25 （人）

（人）

25
0

4

今後も継続してほしい
継続はしなくともよい
どちらともいえない

0 5 10 15 20 25 30

表紙を含め全体的なデザインについて

新シリーズ「秘蔵写真・今は昔の林業」について

13

9

7

0 5 10 15

「モノクロ森林紀行」のサイトを
ご覧になったことはありますか。

ある

ない

これから見る

（人）

第三回 国有林モニター

アンケート
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●
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て

　
「
非
常
に
満
足
」
の
方
が
三
名
、「
満

足
」
の
方
が
十
名
、「
ふ
つ
う
」
の
方
が

八
名
、「
不
満
」の
方
が
六
名
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
現
地
視
察
が
開

催
さ
れ
ず
残
念
だ
っ
た
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
月
の
情
報
提

供
に
よ
り
、
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の

知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
感
想

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
月
お
送
り
し
て
い
た
資
料
に
つ
い

て
は
、「
国
有
林
お
さ
ん
ぽ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」「
樹

木
と
木
材
の
図
鑑
」
に
多
く
の
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
お
送
り
し
た
資
料

に
加
え
て
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
・
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」

に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
と

十
五
名
の
方
か
ら
回
答
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
優

れ
た
自
然
景
観
を
有
し
、
森
林
浴
や
自

然
観
察
等
に
適
し
た
国
有
林
で
あ
る

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」に
対
し
て

高
い
関
心
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
現
地
視
察
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
活

動
へ
の
満
足
度
が
低
い
傾
向
と
な
り
ま

し
た
が
、
情
報
提
供
で
お
送
り
し
て
い

た
資
料
に
つ
い
て
は
、
高
い
満
足
度
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
中
部
森
林
管
理
局
の
広

報
活
動
に
お
い
て
も
、
幅
広
か
つ
建
設

的
な
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見

な
ど
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
も
国
有
林

野
の
管
理
経
営
の
改
善
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

12

13

1

0

0

深まった

やや深まった

ふつう

やや深まらなかった

深まらなかった

0 5 10 15

お送りした資料によって、森林・林業や
国有林への理解は深まりましたか。

（人）

3

10

8

6

0

非常に満足

満足

ふつう

不満

非常に不満

0 4 8 12

2年間の国有林モニター活動はいかがでしたか。

（人）

4
6

5
6

3
6

2
4

9
5

15
5

2
0 5 10 15

国有林野の造林・森林整備
治山事業

林道の開設・改良
生物多様性の保全

国有林職員による市町村支援
森林環境教育

森林病虫害対策
獣害対策

野生動植物の保護管理
国有林材の生産・販売

レクリエーションの森・日本美しの森 お薦め国有林
国有林職員の人材育成

その他

さらに詳しく知りたい分野がありましたら、該当するものに○印をつけてください。（複数回答可）

（人）

当
サ
イ
ト
へ
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
詳
細
は
、

中
部
森
林
管
理
局
Ｈ
Ｐ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。



〈各地からの便り〉
【
技
術
普
及
課
】

　

四
月
十
二
日
、
満
開
の
桜
で
彩
ら
れ

た
長
野
県
伊い

な

し
那
市
の
「
ま
す
み
ヶ
丘
市

民
の
森
」
に
お
い
て
、
伊
那
市
主
催
に

よ
る
「
カ
ラ
マ
ツ
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
植

樹
セ
レ
モ
ニ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
令
和
四
年
三
月

三
十
一
日
に
、
長
野
県
の
カ
ラ
マ
ツ
林

業
の
更
な
る
発
展
を
担
う
新
た
な
品
種

で
あ
る
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
普
及
に
向

け
て
、
長
野
県
、
伊
那
市
及
び（
国
研
）

森
林
総
合
研
究
所
林り

ん
ぼ
く
い
く
し
ゅ

木
育
種
セ
ン
タ
ー

と
当
局
の
四
者
で
「
カ
ラ
マ
ツ
エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
特と

く
て
い
ぼ
じ
ゅ

定
母
樹
の
円
滑
な
普
及
に

向
け
た
覚
書
」
を
締
結
し
て
お
り
、
そ

の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
苗
木
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
の
今
泉
所
長

か
ら
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
参
加
し
た
関
係
者
ら
に

よ
り
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
苗
木
九
十

本
が
植
栽
さ
れ
、
日
本
初
と
な
る
「
カ

ラ
マ
ツ
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
特
定
母
樹
の

展
示
林
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
長
野
県
で
は
こ
の
カ
ラ
マ
ツ

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
種
子
を
供
給
す
る

た
め
の
採さ

い
し
ゅ
え
ん

種
園
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
こ
の
種
子
か
ら
生
産
さ

れ
る
成
長
に
優
れ
た
苗
木
を
、
造
林
事

業
者
や
苗
木
生
産
者
の
方
々
に
積
極
的

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
四
者

で
協
働
し
て
普
及
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

昨
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
た

な「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」で
は
、
伐

採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支
の

プ
ラ
ス
転
換
を
目
指
す「
新
し
い
林
業
」

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
新
し
い
林
業
の
中
核
と
な
る
の
が
、

従
来
の
苗
木
に
比
べ
1.5
倍
以
上
の
成
長

を
示
す
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
特
定
母
樹
を

活
用
し
た
低
コ
ス
ト
施
業
体
系
の
構
築

で
す
。
こ
の
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
苗
木

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
造
林
や
下
刈
り

の
費
用
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
木
材
と
し
て
収
穫
で
き
る
ま
で

の
期
間
も
短
縮
で
き
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
林
業
関
係
者
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
来
年
度
は
、
浅
間
山

の
国
有
林
に
も
展
示
林
を
造
成
し
、
苗

木
の
成
長
に
合
わ
せ
て
現
地
検
討
会
等

を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
特
定
母
樹
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、こ
ち
ら（
林
野
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
マ
ツ
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
特
定
母
樹
の
円
滑
な
普
及
に
向
け
て

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
が
担
う

�

新
し
い
林
業

セレモニーの様子

伊那市長によるエリートツリー植樹

エ
ヘ
ヘ

父さんと母さ
んが

大きくてね…

えー！
そんなに
早いの？

❺❻
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【
東と
う
の
う濃
森
林
管
理
署
西に
し
ま
た股
森
林
事
務
所
】

�
森
林
官　

安
藤�

達
也

　
「
ヤ
ル
ワ
イ
　
ヨ
イ
ヨ
イ
　
め
で
た

め
で
た
の
　
ヨ
イ
　
ヨ
イ
　
若
松
様

ヨ
ォ
　
ヨ
イ
ヨ
イ
　
枝
も
ヤ
リ
コ
ノ
　

栄
え
る
　
枝
も
栄
え
る
　
葉
も
茂
る
　

ヨ
イ
ヨ
イ
　
ヨ
イ
ナ
ラ
　
お
た
の
み

じ
ゃ
　
エ
ン
ヤ
ラ
　
ヨ
イ
サ
レ
ヤ
ー
　

そ
り
ゃ
　
ヨ
イ
　
ヨ
イ
・
・
」

　

山
々
に
こ
だ
ま
す
る
勇
壮
な
歌
声
は

西
股
森
林
事
務
所
が
所
在
す
る
岐
阜
県

の
付つ
け
ち
ち
ょ
う

知
町
に
伝
わ
る
木き
や
り遣
音
頭
。
名
古

屋
城
築
城
に
お
い
て
唄
わ
れ
た
も
の
が

付
知
町
に
も
根
付
き
、
伊い

せ勢
神じ
ん
ぐ
う宮
用よ
う
ざ
い材

を
送
り
出
す
折
な
ど
に
唄
わ
れ
、
岐
阜

県
の
無
形
文
化
財
と
し
て
付
知
町
木
遣

保
存
会
に
よ
り
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　

当
事
務
所
は
岐
阜
県
中な
か
つ
が
わ
し

津
川
市
の
北

東
に
お
い
て
、
加か

し

も
子
母
本ほ
ん
た
に谷
、
加か

し

も
子
母

裏う
ら

木き

そ曽
、
付つ
け
ち知
裏う
ら

木き

そ曽
の
三
つ
の
国
有

林
約
七
千
二
百
㌶
と
公
有
林
野
等
官
行

造
林
地
百
二
十
㌶
を
管
理
し
て
い
ま

す
。

　

管
内
は
伊
勢
神
宮
の
式し
き
ね
ん年
遷せ
ん
ぐ
う宮
用よ
う
ざ
い材

を
育
て
て
き
た
神じ
ん
ぐ
う
び

宮
備
林り
ん

を
は
じ
め
、

樹
齢
百
年
以
上
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
森

や
、
裏
木
曽
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ

れ
た
付
知
自
然
休
養
林
、
ヒ
ノ
キ
と
サ

ワ
ラ
の
合が
っ
た
い体
木ぼ
く

、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿

復
元
用
材
の
伐
採
式
跡
地
、
二
代
目
大

ヒ
ノ
キ
（
直
径
百
五
十
四
㌢
㍍
、
樹
高

二
十
六
㍍
、
樹
齢
千
年
）
な
ど
特
色
あ

る
森
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
は
、
首
席
森
林
官
、
森
林
技
術

員
各
一
名
、
行
政
専
門
員
二
名
の
四
名

で
、
植
付
か
ら
伐
採
な
ど
の
監
督
業
務

の
ほ
か
、
事
業
と
入
林
者
の
安
全
の
た

め
の
林
道
等
整
備
を
中
心
に
各
種
調
査

や
境け
い
か
い界
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
事
業
も
本
格
化
、
入
山

者
も
増
加
す
る
こ
と
か
ら
活
気
づ
い
て

き
ま
す
。
夏
山
繁
忙
期
に
向
け
職
員
間

の
風
通
し
を
よ
く
、
安
全
な
事
業
実
行

が
で
き
る
よ
う
支
え
合
っ
て
い
く
方
針

で
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
自
然
は
も
と

よ
り
多
く
の
恩
恵
に
よ
り
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
特
に
国
有
林
は
山
奥
で
、
信

じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
所
を
森
林
と
し

て
作
り
上
げ
て
来
ら
れ
た
先
人
た
ち
の

想
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

森
を
活
か
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
環
境

と
森
林
資
源
を
後
世
に
残
す
こ
と
が
私

た
ち
国
有
林
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割

と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
？
そ
の
先
に
皆
さ
ん
の
、
日
本
の

未
来
が
見
え
て
く
る
か
も
…
。

国
有
林
の
現
場
の
最
前
線
で
、
働
く

森
林
官
の
仕
事
や
、
管
轄
す
る
地
域

の
特
色
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

森
林
官
か
ら
の
便
り

森
林
官
か
ら
の
便
り

森
しんりんてつどう

林鉄道で運び出される神
じんぐうざい

宮材（昭和16年）

材の積み込みを確認する筆者

〈シリーズ／森林官からの便り〉

❻

令和４年５月 第 218号



〈シリーズ「私の森語り」〉
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「
暮
ら
し
の
中
に
無
垢
の
木
の

�

心
地
よ
さ
を
お
届
け
す
る
」

■
自
己
紹
介

　

富
山
県
東
部
の
立
山
山
麓
の
山
間
で

育
ち
ま
し
た
。

　

父
と
二
人
の
叔
父
と
が
起
こ
し
た

「K
A

K
I CA

BIN
ET

 M
A

K
ER

」
で
無

垢
材
家
具
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

冬
は
、
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
現
在
は

　

お
客
様
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、
長

く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
物
を
作
り
た
い

と
心
が
け
て
、
制
作
に
勤
し
ん
で
い
ま

す
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

ど
れ
だ
け
丈
夫
で
壊
れ
に
く
い
物
を

作
っ
て
も
、
不
要
と
さ
れ
て
捨
て
ら
れ

て
し
ま
っ
て
は
、
長
持
ち
し
て
い
る
と

は
言
い
難
く
、
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

長
く
手
元
に
置
き
、
愛
着
が
湧
く
よ

う
な
家
具
を
作
り
続
け
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。「K

A
K

I

」
が
家
具
を
作
り
続

け
て
六
十
年

余
り
、
今
で

は
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
仕
事

も
増
え
て
い

ま
す
。
指
物

技
術
を
使
い

作
ら
れ
た
家

「
あ
わ
す
の
ス
キ
ー
場
」
運
営
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

叔
父
で
あ
る（
故
）柿
谷
誠
が
六
十
年

余
り
前
に
立
山
山
麓
に
で
き
た
、
あ
わ

す
の
ス
キ
ー
場
に
通
い
詰
め
、
こ
の
土

地
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
惚
れ
込
み

高
岡
か
ら
移
り
住
み
ま
し
た
。
二
人
の

弟（
父
の
正
、
叔
父
の
清
）が
兄
を
追
い

か
け
共
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

当
時
は
、
小
さ
な
ス
キ
ー
ロ
ッ
ジ
と

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
き
ま
し
た
。
そ

の
ロ
ッ
ジ
で
使
う
家
具
が
気
に
入
っ
た

も
の
が
見
つ
か
ら
ず
、
自
分
達
で
作
っ

た
こ
と
が
家
具
作
り
の
原
点
で
す
。

　

ス
キ
ー
に
訪
れ
る
お
客
様
の
中
に
、

そ
の
家
具
を
気
に
入
っ
て
く
だ
さ
り
、

制
作
の
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
い
く
つ
か
の
幸
運
な
出
会
い
も
あ

り
、
家
具
屋
が
本
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

欧
州
の
田
舎
に
あ
る
松
の
家
具
に
親

し
み
を
感
じ
、
影
響
を
受
け
松
を
主
材

と
し
て
家
具
作
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

具
は
、
多
少
の
ぐ
ら
つ
き
な
ど
は
上
手

に
直
せ
ば
ま
た
蘇
り
、
さ
ら
に
長
く
使

い
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
受
け

継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
家
具
が
作
れ
た

ら
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
で
し
ょ

う
。

〇
連
絡
先

　

〒
９
３
０
︱
１
５
４
１

　

富
山
県
富
山
市
本
宮
2
︱
3

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
６
︱
４
８
２
︱
１
４
３
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
６
︱
４
８
１
︱
１
６
２
７

　

E-m
ail:kaki@

kaki-jp.com

　

http://kaki-jp.com

KAKI�CABINET�MAKER

柿
か き た に

谷�朔
さ く ろ う

郎

シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

工場とショールーム兼自宅

スピンドルアームチェア製作40年物メンテナンス後

工場前でスタッフと（前列左から柿谷清、（故）柿谷正、
後列左から筆者、高崎哲志）
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　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、ＱＲコードを
　読み込んでください。

※自然保護のため、詳細な位置情報
　は掲載しておりません。

所在地
　長野県大町市

★

硫
黄
が
噴
出
し
生
ま
れ
た
特
異
な
地
理

硫
黄
が
噴
出
し
生
ま
れ
た
特
異
な
地
理

鷲
羽
岳
・
硫
黄
岳
・
高
瀬
渓
谷

　生
物
群
集
保
護
林

鷲
羽
岳
・
硫
黄
岳
・
高
瀬
渓
谷

　生
物
群
集
保
護
林

わ
し
ば
だ
け

わ
し
ば
だ
け

い
お
う
だ
け

い
お
う
だ
け

た
か
せ
け
い
こ
く

た
か
せ
け
い
こ
く

設
定
目
的

　

本
保
護
林
は
鷲わ
し
ば
だ
け

羽
岳
（
２
、９
２
４
ｍ
）
の
南
・
東
斜
面
と

真ま
さ
ご
だ
け

砂
岳
（
２
、８
６
２
ｍ
）
の
南
斜
面
に
位
置
し
、
亜
高
山
帯
に

至
る
高
山
草
原
、
低
木
群
落
等
の
原
生
的
な
植
生
を
保
護
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
硫い
お
う
だ
け

黄
岳
（
２
、５
５
４
ｍ
）
と
赤あ
か
だ
け岳
（
２
、４
１
６
ｍ
）

を
結
ぶ
硫
黄
尾
根
の
北
斜
面
は
、
硫り
ゅ
う
き
ふ
ん
し
ゅ
つ

気
噴
出
の
影
響
等
に
よ
り
全

山
に
わ
た
っ
て
植
生
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
特

異
な
地
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
況
・
林
況

　
信し
な
の
が
わ

濃
川
の
源
流
の
一
つ
で
あ
る
湯ゆ
ま
た
が
わ

俣
川
左
岸
（
北
側
）
か
ら
鷲

羽
岳
に
至
る
斜
面
に
位
置
し
、
湯
俣
川
左
岸
は
カ
ラ
マ
ツ
、
キ
タ

ゴ
ヨ
ウ
、
コ
メ
ツ
ガ
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林
及

び
高
山
帯
の
原
生
的
な
植
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。
硫
黄
岳
の
北
斜

面
の
上
部
に
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
群
落
が
、
下
部
に
は
コ
メ
ツ
ガ
、
シ

ラ
ビ
ソ
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
ク
ロ
ベ
等
の
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
硫
黄
岳
西
側
は
植
生
が
少
な
く
裸
地
化
し
て

お
り
、
岸が
ん
ぺ
き壁
・
岩が
ん
げ
き隙
植
物
群
落
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
湯
俣
川
に
は
、
石せ
っ
か
い
か

灰
華
を
主
体
と
す
る
温
泉
沈
殿
物
が
河
床
に

堆
積
し
小
さ
な
火
山
の
よ
う
な
形
を
し
た
噴ふ
ん
と
う
き
ゅ
う

湯
丘
が
で
き
て
お

り
、
中
央
の
湧
き
口
に
白
い
豆
粒
状
の
球
き
ゅ
う
じ
ょ
う
せ
っ
か
い
せ
き

状
石
灰
石
が
で
き
る
珍

し
い
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
天
然
記
念
物
「
高た
か
せ
け
い

瀬
渓

谷こ
く
の
噴
湯
丘
と
球
状
石
灰
石
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
噴
湯
丘

の
周
囲
は
、
コ
メ
ツ
ガ
を
主
体
と
す
る
針
葉
樹
林
で
す
。中

部
の
保
護
林（
第
13
回
）

シリー
ズ

↓
天
然
記
念
物
　
高
瀬
渓
谷
の
噴
湯
丘
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「
愛あ
い
り
い
ん
び

林
日
」

　

四
月
十
五
日
か
ら
五
月
十
四
日
は「
み
ど
り
の
月
間
」

と
な
っ
て
お
り
、「
緑
の
募
金
」
運
動
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す（
平
成
十
八
年
よ
り
）。
戦
前
に
も
こ
れ
と
似
た

行
事「
愛
林
日
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

愛
林
日
は
大
日
本
山
林
会（
社
団
法
人
）や
農
林
省
に

よ
っ
て
全
国
的
な
植
樹
運
動
の
日
と
し
て
提
唱
さ
れ
、

昭
和
九
年
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
は
四
月
二
日

か
ら
四
日
で
、
こ
れ
は
当
時
の
祝
日
で
あ
っ
た
神
武
天

皇
祭（
四
月
三
日
）を
中
心
と
し
た
日
程
で
あ
っ
た
為
の

よ
う
で
す
。
愛
林
日
の
起
源
と
な
っ
た
行
事
は
更
に
古

く
、
明
治
三
十
一
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
植
樹
運
動
に
影

響
を
受
け
て
提
唱
さ
れ
た
「
植
栽
日
」
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
に
残
さ
れ
て
い
る
昭
和
九
年
の
岐

阜
県
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
愛
林
日
に
は
林

業
に
関
す
る
講
演
会
、
植
樹
行
事
、
記
念
樹
の
植
栽
、

野
鳥
の
繁
殖
の
た
め
の
巣
箱
設
置
、
苗
木
の
配
布
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
時
代
に
森
林
愛
護

が
叫
ば
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
荒
廃
し
た
森

林
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

愛
林
日
は
戦
時
中
に
中
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
終
戦
後

に
再
開
さ
れ
、
植
樹
行
事
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
五
年

か
ら「
全
国
植
樹
祭
」に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
技
術
普
及
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第13回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

愛
林
日
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
（
昭
和
九
年
）

愛
林
日
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
（
昭
和
九
年
）

岐阜県稲
いなばぐんそはらむら

葉郡蘇原村（現在の各
かがみはらし

務原市）での
植樹祭の様子（昭和８年頃）



　今年の「雪の大谷」の壁は例年よりも高いらしいよ。立山黒部アルペンルートが開通したら見に
行こうと息子を誘い、４月17日（日）に立山室堂平まで行って来ました。
　朝７時過ぎに長野市内の自宅を車で出発し、大町市の扇沢駅から電気バスやロープウェイなどを
乗り継ぎ、約３時間後に到着した標高2450mの立山室堂平は快晴で、一面の銀世界。高さ18m
の巨大な雪の壁と上空に広がる青い空。ちょっとした小旅行で心が洗われる時間を過ごしました。
　昼食後、時間があったので「みくりが池」まで散策することに。
　そして出会ったのです、表紙のライチョウに!!!真っ白な雌のライチョウと一緒に行動し、様子を
見守る人や多くのカメラマンに囲まれても逃げず、慌てず、まさにみんなのアイドルでした。

　国有林には、「日本美しの森」に選定されている箇所をはじめ、大自然や感
動を味わえる場所が数多くあります。これからも広報誌やホームページなどで
ご紹介させていただきますので、ぜひ、お楽しみください。

編 集 長 だ よ り （中部の森林へのご意見・ご要望等の投稿は、
migoro＠maff.go.jpまで電子メールでお送りください。）

日本美しの森への入場ゲートは、左のＱＲコードを読み込んでください。 ４４.「入
にゅうかさしつげん

笠湿原」（南信署管内）

デジ森デジ森 テーマ「緑」テーマ「緑」
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◇
自
己
㏚
：（
趣
味
や
特
技
な
ど
）

　

本
を
書
く
こ
と
。
散
歩
。

◇
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に

�

応
募
い
た
だ
い
た
理
由

　

最
近
、
糖
尿
病
に
な
り
運
動
療
法
と
し

て
１
日
に
数
十
キ
ロ
を
歩
い
て
い
ま
す
。

岐
阜
は
、
市
街
地
を
離
れ
る
と
山
で
す
。

そ
の
中
に
は
、
多
く
の
国
有
林
が
あ
り
ま

す
。
岐
阜
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
自
然
豊

か
な
金
華
山
は
国
有
林
で
す
。
故
郷
は
国

有
林
や
林
野
庁
の
整
備
事
業
に
よ
っ
て
森

が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
整
備
が

不
十
分
な
林
野
も
散
歩
中
に
目
に
い
た
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
林
野
行
政
の
勉
強
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
こ
の
度
、
応
募
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
国
有
林
に
期
待
す
る
こ
と

　

以
前
、
本
省
で
林
野
庁
の
方
か
ら
「
国

産
材
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
関
税
を

か
け
れ
ば
外
国
材
と
値
段
差
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
世
間
で
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
、

国
産
材
と
外
国
産
の
木
材
の
値
段
差
は
大

き
く
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
言
わ

れ
驚
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
紆
余

曲
折
が
あ
り
、
国
有
林
特
別
会
計
が
一
般

会
計
化
し
、
林
野
庁
は
三
千
億
円
の
会
計

規
模
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
化
な
ど

の
売
る
だ
け
の
国
有
林
事
業
か
ら
、
環
境

保
全
、
観
光
型
の
欧
州
の
よ
う
に
公
共
財

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
高
齢
化
な

ど
で
後
継
者
不
足
に
な
っ
た
手
入
れ
不
足

の
人
工
林
の
整
備
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
で
公
共
財
と
し
て
の
国
有
林
を
整
備
し

て
い
く
こ
と
、
ま
た
杉
、
ヒ
ノ
キ
の
花
粉

に
対
す
る
植
林
批
判
が
大
き
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
の
で
、
世
論
の
幅
広
い
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
花
粉
量
の
少
な
い
杉
、
ヒ
ノ

キ
へ
の
林
野
行
政
へ
の
予
算
増
額
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

 

※
写
真
は「
金
華
山
」

　

岐
阜
署
管
内
の
国
有
林
で
す
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
ご
紹
介

　林
はやし

　和
かずし

志　
（岐阜県）

　

四
月
二
十
六
日
、「
令
和
四
年
度

中
部
森
林
管
理
局
の
取
組
」
に
つ
い

て
、
管
内
の
各
会
場
（
局
、
名
古
屋

事
務
所
、
富
山
署
、
岐
阜
署
）
に
て

記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
野
県
の
会
場
で
あ
る
局
大
会
議

室
で
は
上
局
長
よ
り
取
組
の
説
明
を

行
い
、
報
道
各
社
の
方
々
か
ら
木
材

供
給
や
シ
カ
対
策
等
に
対
す
る
ご
質

問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
や
広

報
誌
等
で
中
部
森
林
管
理
局
の
取
組

な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

国
有
林
野
事
業
に
対
す
る
地
域
の
皆

様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

各
種
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

四
県
同
時
記
者
発
表

記者発表の様子（局大会議室）



東信森林管理署
（佐久市）

中信森林管理署
（松本市）

南木曽支署
（木曽郡南木曽町）

木曽森林管理署
（木曽郡上松町）

飛騨森林管理署
（高山市）

岐阜森林管理署
（下呂市）

東濃森林管理署
（中津川市）

名古屋事務所
（名古屋市）

愛知森林管理事務所
（新城市）

森林技術・支援センター
（下呂市）

木曽森林ふれあい推進センター
（木曽郡木曽町）

伊那谷総合治山事業所
（飯田市）

中部森林管理局
（長野市）

富山森林管理署
（富山市）

北信森林管理署
（飯山市）

南信森林管理署
（伊那市）

（　）は庁舎所在市町村

名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660 FAX 052-683-9269
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080 FAX 076-424-4934
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3160-6075 FAX 0265-22-0149

発行：林野庁 中部森林管理局
編集：総務課 広報
〒 380-8575 長野県長野市栗田 715-5
電話：026-236-2531
FAX：026-236-2733
http://rinya.maff.go.jp/chubu/

メールマガジンに登録いただくと、広報「中部の森林」を
発行日と同時にデジタル版を毎月配信します。

（毎月 10 日発行※編集の都合で、発行日が遅れることもあります）
登録サイト https://mailmag.maff.go.jp/m/entry
または、右のＱＲコードを読み込んでください。
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中部森林管理局
ホームページ

広報
「中部の森林」

用語の解説
本誌文中に掲載して
いる主な専門用語・
業界用語を解説。

本誌に使われている紙は、日本の森林を育てるために間伐材を積極的に使用しています。
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